崩壊と再生 : 古代アンデス諸社会の事例 by 渡部 森哉







































 複雑な社会や国家の「崩壊」というテーマについては、1988 年に 2 冊の重要な本が出版
された（Tainter 1988; Yoffee & Cowgill [eds.] 1988）。これら 2 冊の著作は、複雑社会の崩
壊に関する体系的な研究を行い、崩壊の後何が起こったのかについても考察した。それら
はあくまで社会の崩壊の要因を、整合的に説明しようとする試みであった。 





















いは崩壊は不可逆的な現象なのかである（Eisenstadt 1988: 242）。 
 考古学では社会・文化の境界を、様式（style）といった概念によって設定しようとして
きた（cf. Conkey 1990; Hegmon 1992, 1998）。物質文化を基に検証し議論を進めることが
できるため、境界という概念は考古学と親和性が高い（cf. Dietler & Herbich 1998; Stark 
1998）。 
 その後、21 世紀に入り、『崩壊の後に—複雑社会の再生』（Schwartz & Nichols [eds.] 
2006）、『崩壊を問う—人類のレジリエンス、生態的脆弱性、帝国直後』（McAnany & Yoffee 






することはまれである」 とまとめられた（Schwartz 2006: 5-6）。さらに、アイゼンシュタ




（Yoffee 2006: 227）という問題提起がなされた。 
                                                   
1 タインター（Tainter 2006: 33）はその後、この定義は不十分であったと振り返っている。「急
速な」とはどの程度なのか、「確立したレベル」とはどのレベルなのかなど、議論すべき部分は
多いという。 
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 2010 年の『崩壊を問う』は、2005 年に出版されたジャレド・ダイアモンドの『文明崩壊』
に対する反論として編集された（ダイアモンド 2012[2005]）。その論点の 1 つが「人間の
レジリエンス（human resilience）」であった。レジリエンスについての議論は、他の分野
でも行われているが、考古学においても継承されていった。 


























（Beck et al. 2007）という考えと類似することを指摘する。 




はタインターの指摘である。1988 年の著作から 28 年後の 2016 年の論文集に寄せた論考に
おいて、タインターは「崩壊」という概念が暗黙的に、複雑性をプラスと捉え、何か望ま
                                                   
2 社会のレジリエンスの特徴として、取り組む能力（coping capacities）、適応の能力（adaptive 
capacities）、変容の能力（transformative capacities）の 3 つが挙げられる（Keck & Sakdapolrak 
2013:10）。 






































の 3 つのホライズンを設定し、それぞれの間を前期中間期、後期中間期と呼ぶ3（cf. Rowe & 
Menzel [eds.] 1967）。各時期の年代は少しずつ修正を加えられてきたが、現在一般的に用









 先土器時代   前 11000-1800 年 
 草創期  前 1800-800 年 
 前期ホライズン 前 800-200 年5 
 前期中間期  前 200-後 700 年 
 中期ホライズン 後 700-1000 年 
 後期中間期  後 1000-1450 年 







年代は次のようになる（cf. 関 2010[1997]）。 
 
 石期   前 11000-5000 年 
 古期   前 5000-3000 年 
 形成期  前 3000-50 年 
 地方発展期  前 50 年-後 700 年 
 ワリ帝国期  後 700-1000 年 
 地方国家期  後 1000-1470 年 






４．アンデス形成期の終わり   
 
 形成期は大まかに文明が形成される時期と解釈され、現在では早期（前 3000-1800 年）・
前期（前 1800-1200 年）・中期（前 1200-800 年）・後期（前 800-400 年）・末期（前 400-50
年）の 5 期に細分される（加藤 1993; 加藤・関編 1998）。形成期には各地に神殿が建設さ
                                                   
4 ジョン・リック等は前 800-400 年と考えている（Rick et al. 2010）。一方、ロウの弟子リチャ
ード・バーガーは、前期ホライズンに大まかに対応するハナバリウ期の年代を前 700-300 年と
考えている（Burger 2012: 154）。 
5 ペルー南海岸のイカ川流域を基準とする場合、パラカス文化の終わりが前期ホライズン期の終
わりに対応する（cf. Reindel & Isla 2015; Unkel et al. 2009; Unkel et al. 2007; Unkel et al. 
2012）。 



























 局地的に見ると、ペルー北海岸・中央海岸7では、ランバイェケ谷（Alva Meneses 2010, 





で古い基壇型の神殿を作り続けた。ライソン遺跡などの建物がその例である（Kato & Seki 
1985）。カハマルカ盆地においては形成期後期から形成期末期にかけて連続性が認められ、





ていたが（Rowe & Menzel [eds.] 1967）、近年では前期ホライズンの終わりに対応するパラカス








 海岸地帯の多くの地域では神殿建設がストップしたのが山地よりも早く、前 800 年頃の
ことである。それをリチャード・バーガーは「海岸における危機（Crisis on the coast）」
と表現し（Burger 1992）、大貫良夫は「海岸空白（Blanco Costeño）」という概念で説明し












 一方、例えば山地のチャビン・デ・ワンタル（Burger 1992; Rick et al. 2010）、パコパン
パ（Seki 2014; Seki et al. 2010）、クントゥル・ワシ（Inokuchi 2014; Kato 2014; Onuki [ed.] 






会が生まれ、スペイン人が侵入する 16 世紀までおよそ 1600 年間にわたり長期間続いた
（Watanabe 2009）。 
 以上を踏まえると、形成期の儀礼的紐帯と、地方発展期以降の政治的結合の間には、相







                                                   



































950-1100 年）に全盛期を迎えた。後 1200 年頃からモチェ川流域のチャンチャンを首都と
したチムー王国が発展し、後 1320 年頃にはヘケテペケ川流域まで支配下に治め、その後、
後 1375 年頃にはシカン王国の中心であるランバイェケ川流域を支配下に治めた。それがシ











まりはっきりしない。そしてその後、前 200 年-後 200 年頃には、ティティカカ湖北西地域































































































図 1 本論文で言及する遺跡、河川、都市（▲遺跡、●現在の都市） 
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